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( 口 絵解説)
花の病害虫 ( 5 )一一チ ュ ー リ ッ プーー

チ ュ ー リ ッ プの生産状況

チ ュ ー リ ッ プの栽培 は ， 球根生産 と 切 り 花生産 に大別

さ れ る 。 主要な球根生産地 は ， 新潟県， 富 山県， 島根県，

京都府， 島取県， 兵庫県 な どで， 北陸か ら 山陰地方の 日

本海側 に存在 し ， 作付面積 は 約 630 ha で あ る 。 こ れ ら の

地方で は， 球板が植 え ら れて い る 冬期間 は積雪があ り ，

雪の下は温度がほ ぼ OOC で厳 し い寒 さ か ら 守 ら れて い る

と と も に適度 な土嬢湿度 も 確保 さ れ て ， 土壌中 で球根 は

発根， 発芽 し て活動 し て い る 。 ま た ， 開花後の 5 � 6 月

の天候 は 晴天が多 く か っ気温が低 い た め に葉の枯れ上が

り が遅 く ， そ の た め に 球根が十分 に肥大す る 。

わ が国 に お け る 1992 年の チ ュ ー リ ッ プ球根の市場流

通数は約 2 億 3 ， 000 万球で， 圏 内産球根が約 1 億 3 . 000

万球， オ ラ ン ダか ら の輸入球根が約 1 億球であ る 。 オ ラ

ン ダか ら の チ ュ ー リ ッ プの輸入球根 は ， 1988 年か ら 段階

的 に 隔離検疫が免除 さ れて き て お り ， 1992 年 に は隔離検

疫免除対象品種は計 194 品種 に の ぼ っ て い る 。 今後， 球

根の輸入量 は増加す る も の と 予想 さ れ る 。

一方， 主要な切 り 花生産地 は ， 新潟県， 埼玉県， 徳島

県， 茨城県， 高知県， 兵庫県 な どで， 1992 年の作付面積

は約 60 ha， 出荷数量 は約 6 ， 000 万本 (前年比 8 %増) が

見込 ま れて い る 。 主 な作型 は ， 促成裁培 ( 12� 1 月 出荷)

と 半促成裁培 ( 2 � 3 月 出荷) であ り ， 主 な 品種 は ， ‘マ

Jレ タ '， e ア ン ジ ェ リ ケ '， ‘ ピ ン ク ダイ ヤ モ ン ド '， ‘ イ ル デ

フ ラ ン ス '， e プ レ 1レ デ ュ ー ム ' な どで あ る 。

チ ュ ー リ ッ プの病害虫の発生 と 防除

球根生産で問題 に な る 主要 な病害 は， モ ザ イ ク 病， え

そ病， ウ イ ル ス 様症状， 褐色斑点病， 球根腐敗病， 葉腐

病， か い よ う 病， 黒腐病な どであ り ， 害虫 は ア プ ラ ム シ

類， サ ピ ダニ であ る 。 切 り 花生産で問題 に な る 主要 な病

害 は ， 球根腐敗病， 灰色か ぴ病， 脅 か ぴ病 な どであ り ，

害虫 は， ア ブ ラ ム シ類， サ ピ ダニ であ る 。

モ ザ イ ク 病 は チ ュ ー リ ッ プモ ザイ ク ウ イ ル ス (TBV)

や キ ュ ウ リ モ ザイ ク ウ イ ル ス (CMV) に よ っ て発生 し ，

ア プ ラ ム シ伝染， 汁液伝染， 球根伝染す る 。 防除は発病

株の抜 き 取 り が主体であ り ， 他 に 殺虫剤 に よ る ア ブ ラ ム

シ防除や摘花時 に ハ サ ミ な どの消毒であ る 。 え そ 病 は タ

バ コ ネ ク ロ シ ス ウ イ ル ス (TNV) に よ っ て 発生 し ，

Olpidium br.側icae 菌 に よ っ て 媒介 さ れ て 土壌伝染 し た

り ， 汁液伝染， 球根伝染す る 。 防除 は発病株の抜 き 取 り ，

排水対策， 土嬢消毒， 抵抗性品種の栽培 な どであ る 。 ウ

イ ルス 様症状 は新病害で， 菅 に緑色の 斑紋が現れ る タ イ

プ A (微斑モ ザイ ク 症状) と ， 葉や花弁に 白 色~黄色の

条斑が現れ る タ イ プ B (条斑モ ザイ ク 症状) と に分 け ら

れ る 。 病原体 は 現在の と こ ろ 不明 で あ る が， 球根伝染，

土壊伝染す る 。

褐色斑点病 (Botη拍 tulipae) は 露地栽培で被害が大

き く ， 春先 に雨が多 い と 多発 し， 株が早期 に枯れ上が る 。

分生胞子の空気伝染 に よ っ て ま ん延す る 。 防除 は ピ ン ク

ロ ゾ リ ン剤， グ ア ザチ ン ・ ポ リ オ キ シ ン剤， マ ン ネ プ剤，

TPN 剤 な ど の薬剤散布が行 わ れて い る 。 灰色か び病 (B.

cinerea) は低温期の施設栽培で被害が大 き く ， 多湿条件

下で多発す る 。 施設で は 多 湿防止対策 を と り ， 薬剤防除

は褐色斑点病 に準 じ る 。 野菜や果樹の本病で は薬剤耐性

菌が問題 に な っ て い る の で， 薬剤の使用 に 当 た っ て は注

意が必要であ る 。 球根腐敗病 (Fusarium 0.砂ゆorum f. sp. 

tuliPae) は， 栽培中や球根の貯蔵中 ま た は輸送中 に 発生

す る 重要病害であ る 。 土壌伝染， 球根伝染す る 。 防除 は

べ ノ ミ ル剤， チ ウ ラ ム ・ ぺ ノ ミ ル剤， ト リ プ ル ミ ゾー ル

剤 な どの粉衣 ま た は 浸漬 に よ る 球根消毒や， ダ ゾ メ ッ ト

剤 に よ る 土壌消毒であ る 。 葉腐病 (Rhizoctonia solani) 

は生育初期 に発生 し 土壌伝染 す る の で， ト ル ク ロ ホ ス メ

チ ル剤で土壌消毒す る 。

か い よ う 病 ( Corynebacterium flaccumfa抑制 pv. oo­

rtii) は葉 に発生す る 。 防除は発病株の抜 き 取 り や ス ト レ

プ ト マ イ シ ン ・ チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル剤 に よ る 球根消毒

であ る 。 黒腐病 (品開domon頃s androρogonis) は貯蔵中

ま た は輸送中の球根 に 発生 し ， 商品価値 を 失 う 。 防除は

発病球根 を 除去 し た り ， 球根 を 水洗 し な い。

ア プ ラ ム シ類は球根生産地で は チ ュ ー リ ッ プでの大発

生 は ほ と ん ど み ら れな いが， モ ザイ ク 病の媒介者 と し て

重要であ り ， 切 り 花生産地で は 生育血害や美観喪失， 商

品価値低下 な どで重要で あ る た め に 薬剤防除が行わ れて

い る 。 サ ピ ダニ は球摂生産地で は大 き な被害 と し て 現れ

な いが， 被害球根 は 第 1 鱗片が褐色~紫色 に 変色 し て商

品価値が低下す る 。 し か し ， 切 り 花生産地 で は重要害虫

であ り ， 特 に 半促成栽培で有色 (赤色， 桃色， 紫色 な ど)

の花弁 に 白色の斑点が現れて 商品価値が失わ れ る 。 防除

は ピ リ ミ ホ ス メ チ ル剤 に 浸潰 し て 球根消毒す る 。

チ ュ ー リ ッ プ に も 多 く の病害虫が存在す る が， 現在の

と こ ろ 適用農薬が き わ め て 少 な い。 今後， 有効 な農薬の

適用拡大 と と も に ， 耕種的防除や生物防除 も 組み入れた

総合防除法の確立が望 ま れ る 。 ま た ， チ ュ ー リ ッ プの球

根生産 は手作業 に 負 う と こ ろ が大 き し し か も 生産者の

高齢化が進んで い る の で， 省力化 と 生産性向上の た め に

機械化が強 く 要望 さ れて い る 。

(富山野菜花 き 試 野村良邦)
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